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★子ども医療費助成…小学校3年生まで年齢引き
上げ（今年７月から）

★妊婦健診公費助成…8万7750円に引き上げ
（2万3650円追加）

★健康予防などに剰余金を１億７千万円を活用
●脳（MRI・MRA）検査・胃内視鏡検査に1万
　円補助
●ピロリ菌検査・PSA(前立腺）検査に1000
　円補助

　景気を良くする施策や不安定雇用の改善などに
ついては、まったく無頓着です。景気が良くなれ
ば税収が増え、市政運営にも好影響を与えます。
　住宅リフォーム助成など真剣に模索すべきです。
また、若年層の不安定雇用は深刻です。市が自
ら雇用創出と雇用の安定を図る施策を打ち出すべ
きです。

経済政策は国まかせ！

　福島原発事故を見れば、いったん事故が起こ
れば取り返しのつかない被害になることが明らかで
す。国は原発を「重要なベースロード電源」と位
置づけ、原発再稼働に動き出そうとしています。
しかし多くの国民は、原発から自然エネルギーへ
の転換を願っています。こんな時、自治体が新し
い施設建設時に、太陽光パネル設置するなどし、
自然エネルギー社会をめざしているという姿勢を示
すべきです。

自然再生エネルギーへの姿勢は
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羽曳野市
３月議会日本共産党議員団が質問

住民要望が前進
●健康優良家庭へ人間ドッグに10万円助成

★学童保育の時間…午後6時30分まで延長（今
年５月から）　　

★小・中学校の耐震化…今年度は西浦・高鷲南小
学校で耐震補強・改修工事を実施。平成27年
度で100％。誉田中学校校舎は新築建て替え

★水道料金の基本料金が引き下げ

★文化財展示室の改修工事と向墓山古墳周辺整備

　子どもの医療費助成が、みなさんの運動によって
小学校３年生まで助成されるようになりましたが、近
隣市では小学校卒業まで助成が主流となっていま
す。又、妊婦健診の助成額も引き上げられましたが、
近隣市では最低レベルです。近隣市とそん色のない
レベルにすべきです。　

中途半端な子育て支援策？

　国民健康保険料の引き下げは、生活支援にとっ
て欠かせません。国保運営は黒字を続け、剰余金
が多額にのぼる中で、引き下げは十分可能です。
市は剰余金を取り崩し健康予防の助成や、保険料
の引き下げを行っていますが、消費税増税などで生
活が苦しくなる中、さらなる引き下げをすべきです。

国保料の引き下げを！

　学校の耐震化が平成27年度で100％達成できま
す。その後の教育施設改善について、今から計画
を立てるべきですが、何ら具体策を示し得ていませ
ん。教育環境の改善で、羽曳野市が教育に力を入
れていることを示すべきです。

教育施設の改善を！

　平成26年度の施政方針が示されました。
　地方自治体は、住民の安全・健康を守り、福祉
を充実することが第一の仕事です。また、悪政の
防波堤となり住民の利益を守るのも地方自治体の
役割です。
　これを基本に市政運営がなされなければいけま

せん。
　平成26年度の施政方針にこうした観点が太く貫
かれているでしょうか。この観点でおこなった施政
方針に対する日本共産党議員団の質疑の概略を報
告します。
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